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賢
い
資
産
運
用
の
秘
訣

経
済
学
部
創
立
”
周
年
記
念
の
公
開

講
座

「湿
迷
す
る
日
本
経
済
を
ど
う

生
き
抜
く
か
」
（５
月
～
６
月
、
大
阪

梅
圏
キ
ヤ
ン
パ
ス
）
で

「賢
掛
資
産

運
用
の
秘
訣
」
と
り
う
テ
ー
マ
で
講

演
さ
れ
、
好
評
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
内
容
を
話
さ
れ
た
の
で

し
よ
つ
か
？

参
加
さ
れ
た
方
々
の
年
齢
層
は
大

半
が
５０
歳
代
か
ら
６０
歳
代
で
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に

コ
局
金
利
の
外

貨
債
券
に
投
資
す
る
投
資
信
託
を

買
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
手
を
上
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
言
う
と
、
６
割
以
上
の

方
の
手
が
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

「そ
れ
で
儲
か
っ
た
と
思
う
方
は
手
を

降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言

つヽ
と
、
ほ

と
ん
ど
の
方
は
手
が
上
が
っ
た
ま
ま
で

す
。
つ
ま
り
２
０
０
７
年
夏
以
降
の
円

高
で
損
を
さ
れ
た
方
が
多
い
わ
け
で
す
。

２
０
０
７
年
夏
に
米
国
を
震
源
地
に

し
た
金
融
危
機
が
勃
発
し
、

０８
年
９

月
に
は
リ
ー
マ
ィ
ン
ョ
ッ
ク
で
危
機
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
過

程
の
危
機
対
策
で
欧
米
諸
国
の
金
利

が
急
激
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
た
ま
た
ま
運
悪
く
円
高

に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
と
し
た

ら
、
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
で
す
。

実
は
国
際
的
な
資
金
の
移
動
が
自

由
で
あ
る
場
合
、
金
利
Ω
［向
い
国
の
債

券
に
投
資
し
て
も
、
長
期
的
に
は
金

利
格
差
は
為
替
変
動
に
よ
る
為
替
損

の
発
生
で
帳
消
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
つ
ま
り
為
替
損
を
含
め
た
ネ
ッ
ト

の
運
用
利
同
り
は
、金
利
の
低
い
国
（日

本
）
の
同
種
同
期
間
の
債
券

↑
」
の

場
合
は
国
債
）
に
投
資
し
た
場
合
と

同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は

国
際
金
融
論
で

「金
利
平
価
原
理
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
為
替
相
場
に
関

す
る
基
本
原
理
で
す
。

短
期
や
中
期
の
期
間
で
は
、
高
金

利
通
貨
の
為
替
相
場
が
低
金
利
通
貨

（日
本
円
）に
対
し
て
上
昇
す
る
局
而
は

当
然
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
景
気

循
環
や
時
折
起
こ
る
バ
ブ
ル
と
そ
の
崩

壊
な
ど
を
経
た
長
期
で
は
金
利
平
価

原
理
が
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
は
円
高
に
な
っ
て
か
ら
後
講
釈
で

こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
ド
ル
が
１
２
０
円
近
辺
で
円

安
だ
っ
た
２
０
０
６
年
１０
月
に

「外
貨

投
資
の
秘
訣
」
（扶
桑
社
）
を
出
版
し
、

そ
の
な
か
で

「今
の
円
相
場
は
明
ら
か

に
円
安
に
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
い
ず
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メ
リ
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際
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融
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●
主
な
著
書

「外
貨
投
資
の
秘
訣
」
扶
桑
社
　
２
０
０
６
年
１１
月

「
ラ
ー
メ
ン
屋
∨
ｓ
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
読
み
解
く
日
米
の
深
層
」
新
潮
新
書
２
０
０
８
年
９
月

「今
こ
そ
知
り
た
い
資
産
運
用
の
セ
オ
リ
ー
」
光
文
社
２
０
０
８
年
１２
月

「な
ぜ
人
は
市
場
に
踊
ら
さ
れ
る
の
か
？
」
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
２
０
１
０
年
２
月
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通
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研
究
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客
員
研
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行
政
刷
新
会
議
特
別
会
計
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（特
別
会
計
）
民
間
有
識
者
メ
ン
バ
ー

れ
大
幅
な
円
高
へ
２
戻
り
が
や
っ
て
来

る
。
だ
か
ら
今
の
円
安
相
場
で
外
貨

投
資
し
て
は
い
け
な
い
。
す
れ
ば
高
い

確
率
で
損
に
な
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

以
来
一貫
し
て
著
書
や
講
演
で
国
際
金

融
論
の
基
本
原
理
に
基
づ
い
て
、
な
ぜ

そ
う
な
る
の
か
を
説
い
て
き
ま
し
た
。

「間
は
超
低
金
利
で
、
し
か
も
日

本
経
済
は
少
子
高
齢
化
で
長
期
低
成

長
だ
か
ら
、
爾
安
傾
向
が
続
く
。
し
た

が
っ
て
高
金
利
め
外
貨
投
資
の
方
が
有

利
だ
」
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

そ
れ
は
長
期
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

検
証
す
れ
ば
根
拠
が
な
い
と
直
ぐ
に
わ

か
る
、
全
く
の
卜
と
ア
モ
論
で
す
。
真

実
は

」ヽう
で
２
」と
で
す
。
趨
勢
的
な

高
金
利
通
貨
は
イ
ン
フ
レ
率
も
高
い
。

長
期
に
わ
た
コ
Ｌ
イ
／ヽ
フ
レ
率
が
高
い
と

で
？
」と
は
通
貨
の
購
買
力
が
低
ド
す

る
と
い
２
」と
で
す
ｃ
為
替
相
場
と
は

２
種
類
の
通
貨
２
父
換
レ
ー
ト
で
す
。

し
た
が
っ
て
購
買
力
の
低
下
幅
が
よ
り

大
き
い
通
貨
の
相
場
は
、
低
イ
ン
フ
レ

で
低
金
利
の
通
貨
に
対
し
て
長
期
的

に
は
下
落
す
る
わ
け
で
す
。

た
だ
し
金
利
差
に
誘
因
さ
れ
て
投

資
家
の
資
金
が
低
金
利
通
貨
か
ら
高

金
利
通
貨
に
ンヽ
フ
ト
し
、
高
金
利
通

貨
が
短
期
的
、
あ
る
い
は
中
期
的

（１

年
～
５
年
程
度
）
に
上
昇
す
る
局
面

が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
５
年
か
ら
０７

年
前
半
ま
で
の
円
安
・外
貨
高
相
場
は

そ
う
い
つ
局
面
の

一
例
だ
っ
た
の
で
す
。

具
体
的
な
数
字
ｒ
不
す
と
、
例
え

ば
１
９
９
０
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
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の
期
間
、
日
米
の
金
利
格
差
は
１０
年

物
国
債
利
回
り
で
見
る
と
、
米
国
が

日
本
よ
り
も
２

・
８
４
％
高
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
同
じ
期
間
に
ド
ル
円
相
場
は

年
率
平
均
で
２

・
８
０
％
ド
ル
が
下
落

し
て
い
ま
す
の
で
、
金
利
差
は
為
替
損

で
帳
消
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
主
要
諸
国
の
対
ド
ル
相
場
の

変
化
と
当
該
国
の
米
国
と
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
格
差
の
長
期
デ
ー

タ
を
と
っ
て
、
両
者
の
相
関
関
係
を
計

算
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
相
関
関
係
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
ｃ
つ
ま
り

「日
本
経
済

は
長
期
低
成
長
↓
円
安
」
と
い
つ
関

係
も
根
拠
が
な
い
卜
と
ア
モ
論
で
す
。

そ
う
す
る
と
長
期
的
な
為
替
相
場

と
は
ど
う
い
う
要
因
で
決
ま
る
の
で

し
よ
つ
か
？

申
し
上
げ
た
と
お
り
、
「通
貨
の
価

値
」
と
は
そ
の
通
貨
で
ど
れ
だ
け
の
商

品
が
買
え
る
か
、
つ
ま
り
購
買
力
で
す
。

し
た
が
っ
て
長
期
的
に
は
２
通
貨
の
購

買
力
の
変
化
で
為
替
相
場
は
決
ま
る
。

こ
れ
は

「購
買
力
平
価
原
理
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
（末
尾
、
公
益
財
団

国
際
通
貨
研
究
所
の
サ
イ
ト
を
参
照
）

し
か
も
資
金
の
移
動
が
自
由
な
先

進
諸
国
間
で
は
、
実
質
金
利
は
趨
勢

的
に
は
同
じ
水
準
に
収
鋲
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
名
目
金
利
＝
イ
ン
フ
レ

率
十
実
質
金
利
で
す
か
ら
、
諸
国
の
趨

勢
的
な
実
質
金
利
が
長
期
的
に
は
同

じ
に
な
る
と
い
つ
条
件
の
下
で
は
、
名

目
金
利
格
差
＝
イ
ン
フ
レ
率
格
差
と
な

る
の
で
、
金
利
平
価
原
理
と
購
買
力

平
価
原
理
は
同
じ
結
果
に
な
り
ま
す
。

最
後
の
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
難
し
い

の
で
す
が

，
・
，
、
そ
れ
で
は
海
外

投
資
は
無
駄
と
ひ
う
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
つ
か
？

い
い
え
、
正
反
対
で
す
。
日
本
が
長

期
低
成
長
で
、
し
か
も
為
替
相
場
が

や
や
円
高
に
行
き
過
ぎ
て
い
る
今
の
局

面
で
日
本
の
投
資
家
の
海
外
投
資
は
、

投
資
家
自
身
に
と
っ
て
も
、
日
本
の
マ

ク
ロ
経
済
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
日
本
の

投
資
家
の
外
貨
投
資
は
債
券
投
資
に

傾
斜
し
過
ぎ
て
い
る
こ
と
で
す
。
既
に

述
べ
た
ょ
う
に
債
券
の
内
外
金
利
格

差
は
、
長
期
的
に
は
為
替
相
場
の
変

化
に
よ
っ
て
帳
消
し
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
海
外
株
式
に
長
期

・
分
散

投
資
し
て
き
た
場
合
は
全
く
異
な
る

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

例
え
ば
米
国
の
代
表
的
な
株
価
指
数

Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
に
過
去
３０
年
間
投
資

し
て
い
れ
ば
、
株
価
の
上
昇
は
年
率

１０

・
３
％
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
今

回
の
金
融
危
機
の
２
度
の
暴
落
が
あ
っ

た
過
去
２０
年
間
で
も
年
率
６
・７
％
で

し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
に
年
率
２
％
程
度

の
配
当
利
回
り
が
つ
く
の
で
、
ド
ル
ベ
ー

ス
の
総
合
利
回
り
は
１２
・３
％

（過
去

２０
年
間
）
、
８
・７
％

（過
去
３０
年
間
）

と
な
り
ま
す
。
同
じ
時
期
の
ド
ル
円

相
場
の
年
平
均
下
落
率
は
３
％
前
後

で
す
か
ら
、
米
国
の
株
式
に
長
期
分

散
投
資
し
て
い
れ
ば
、
為
替
損
を
大

き
く
上
回
る
投
資
リ
タ
ー
ン
が
得
ら
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
投
資
家
は
、
名
目
の
金
利
差

に
幻
惑
さ
れ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
長
期
的

な
投
資
リ
タ
ー
ン
が
低
く
な
る
海
外
債

券
投
資
に
傾
斜
し
て
き
た
結
果
、
莫

大
な
期
待
利
益
を
失
っ
て
き
た
の
で
す
。

海
外
株
式
と
掛
う
の
は
企
業
の
銘

柄
選
び
が
、
個
人
投
資
家
に
は
難
し

り
と
思
じ
ま
す
が
ｃ

企
業
分
析
専
門
の
ア
ナ
リ
ス
ト
を

使
っ
て
銘
柄
選
定
を
し
て
も
、
株
式
市

場
全
体
の
投
資
リ
タ
ー
ン
を
超
え
る
実

績
を
継
続
的
に
上
げ
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
が
、
各
種
の
実
証
研
究
で

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
個
人

投
資
家
は
銘
柄
選
び
よ
り
も
、
市
場

全
体
の
投
資
リ
タ
ー
ン
に
連
動
す
る
株

価
指
数
イ
ス
ア
ッ
ク
ス
・
フ
ア
ン
ド
中
心

に
投
資
を
し
た
方
が
効
率
的
だ
と
思

い
ま
す
。

さ
ら
に
好
況
が
続
い
て
株
価
が
高
騰

し
て
い
る
時
は
売
っ
て
債
券
を
買
う

反
対
に
不
況
で
株
価
が
下
落
し
て
い
る

時
は
債
券
を
売
っ
て
株
を
買
い
増
す
。

こ
う
い
う
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
調
整
が

で
き
れ
ば
、
長
期
的
に
投
資
リ
タ
ー
ン

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
企
業
分
析
は
難
し
く
て
も
、
今

が
不
況
か
、
好
況
か
、
あ
る
い
は
そ
の

中
間
か
、
こ
れ
は
新
聞
の
経
済
面
を

読
ん
で
い
れ
ば
個
人
投
資
家
で
も
わ
か

る
こ
と
で
す
か
ら
ね
。

し
か
も
今
日
で
は
、
個
人
投
資
家

の
小
口
資
金
で
も
極
め
て
低
い
手
数
料

で
効
率
的
に
海
外
株
式
に
分
散
投
資

が

で

ヽ
ヽ
る

Ｅ

Ｔ

Ｆ

６
ｘ
ｏ，
”記
の

で
”
Ｏ
ａ

「
“
き
じ

を
東
京
証
券
取

引
所
が
上
場
し
て
い
ま
す

（末
尾
、

東
証
の
サ
イ
ト

「
Ｅ
Ｔ
Ｆ
ス
ク
ェ
ア
」

参
照
）。
証
券
会
社
や
銀
行
の
窓
口
で

買
え
る
投
資
信
託
に
も
、
海
外
の
株

式
に
分
散
投
資
す
る
も
の
が
何
種
類

も
あ
り
ま
す
が
、
手
数
料
が
割
高
の

も
の
が
多
く
、
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
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